


















平成 19 年 3 月 27 日















から第N章までの 4 つの章から構成される。まず第 I 章では、パフォーマンス評価の目的や特徴
について先行研究をもとに整理した。次に第 E 章では、パフォーマンス評価における一般化可能

































































をジェネレートする RESGEN など多くのソフトが使用されている。さらに必要となれば MATLAB
でコードを作成するなど、将来の心理データ解析および処理の専門家として必要なトレーニング
は、本論文執筆の過程で十分に身に着けたものと思われる。
教情 3
論文審査者のひとりから、本論文全体がやや拡散的であり、扱われている各研究トピック聞に
結合性が弱く、全体的に集約性にかけるのではないかという指摘があった。指導教員および外部
論文査読者の共通意見として、その指摘は認めることができるが、しかしそれらひとつひとつの
トピックは佐々木自身の今後の研究活動においてさらに進展させていくことができるほど重要な
課題であり、かつ佐々木はそれらの研究をさらに継続する意思を示している。本論文において、
それらの研究トピックの選択に関するセンスや研究活動の持続、そしてデータ解析結果に対する
考察において、本論文著者の佐々木は今後のアカデミックな研究活動を十分に遂行できる能力を
有するものであり、本論文は博士(教育情報学)の 学位論文として合格であると認めることに、
本論文審査委員全員の合意が得られた。
教情 4
